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第５回 ＷＩＮＤＯＷＳ版 一太郎 あらわる

いやぁ、私事でなんですが、３年ぶりに新しいパソコンを買ってしまいまし

た。５年ぶりにＮＥＣですわ。エプソンを見限ってしまいました。まぁ最近の

ＮＥＣは気合いが入ってるからね。買ったのはＰＣ９８２１Ａｓ２で、ＩＤＥ

２４０Ｍハードディスク、１２Ｍ ­ ＲＡＭ、１７ inch モニターセットで４２

万弱。まぁ、いい買い物だったけど、おかげでボーナスはすべて吹っ飛んでし

まいました（とほほ）。

Ａｓ２は今までのに比べると３倍くらいは速い機種なので、Windows もバリ

バリです。おかげでまだまだ先と思っていた Windows にもハマってしまい、

ソフト代で今度は借金生活です（とほほ～）。

ちなみに Windows ってのは、従来の MS­DOS の上にのっかるソフトで、使

う人に優しい様々な仕組みを持ったシステムです。Windows に対応したソフト

は一応操作が統一されるので、ソフトの習得がしやすいという利点があったり、

Windows 上のソフト同士でデータのやり取りができたりと、まぁ便利なもんだ

と。でも人に優しい分、パソコンには強烈なパワーを要求するので、財布には

厳しいぞ（とほほ～）、と。そういうやつです。

で、私が Windows に溺れている毎日を過ごしていた中、日本の誇るワープ

ロソフト「一太郎」の Windows 版が出ることになりました。何という GOOD

なタイミングなんでしょう。まぁ本当の所は、一太郎が Windows に対応する

という事で、パソコンを買い換える気になったんですけどね。



１．一太郎ユーザー特典
今までの一太郎ユーザーは、定価

58000 円の所を、15000 円。アウト

ラインフォントがついていないとは

いえ、まずまずの値段だ。

さらに表集計ソフトメーカーとの

タイアップキャンペーンで、ボーラ

ンドのクアトロプロが 12000 円、

ロータスの１２３ Win は 25000 円

で買えるとあって、こりゃお得だ。

だってボーランドの正規ユーザー

である私のところに２カ月前に来た、

ユーザー割引販売でも２５０００円

だったのだから。

これだけ安売り攻勢をかけられ

りゃ、私のようにＤＯＳ環境にこだ

わ っ て い た ユ ー ザ ー も 一 気 に

Windows に流れ込むと見た。

２．使ってみました
さて、さっそくインストールして

みたぞ。

辞書や外字は共通で使えるので、

学習させたり登録させたりした字や

作った外字がそのまま使えるのが、

便利で Good だ。

アウトラインフォントも従来の物

がおおむね使えるようだ。一応アッ

プデートディスクというのがついて

は来たが、このディスクに対応して

いない楷書体のアウトラインも使え

るようなので、たぶん問題ないのだ

ろう。

速度は‥‥、残念ながら、DOS

版より遅いと言わざるを得ない。

Windows のメニュー画面から一太郎

を選択して入力可能な状態になるの

に、２０秒以上かかってしまう。立

ち上がってからも少々ストレスを感

じる。メニューを出すのにescを押

すわけだけど、ワンテンポあってか

ら出てくるような感じなのだ。２度

目以降は、覚えているらしくスムー

ズに現れる（キャッシュが効いてい

る）けどもね。

Ａｓ２でようやくこんな状態なの

だから、今までの機種ではおそらく

使い物にならないだろう（って

Windows 自体がましに走らないわけ

だけどさ）。

Windows そのものにパワーを取ら

れているのは判る。メモリ環境をい

じっていけば、ある程度の速度は出

るとは思う。けど、もうちょっと何

とかならんかなぁ～。

３．Windows ならではの機能
さて、せっかく Windows 上で動

くわけだから、Windows の特徴を生

かした使い方を考えてみたい。

まず、豊富な Windows 対応のソ

フトが使えるということ。従来の

DOS 版は、ｼﾞｬｽﾄｳｨﾝﾄﾞｩ（以下Ｊ

Ｗ）というｼﾞｬｽﾄｼｽﾃﾑ独自のシステ

ムの上に乗っていたわけだけど、こ

のＪＷに対応したソフトがない。

「三四郎」という表集計と「わら

べ」というデータベースソフトがあ

るだけだ。これから来年にかけて図

形ソフトの「花子３」やデータベー

スや、色々出るようだけども、何と

いっても絶対数が少ない。これに対

して Windows は、アメリカ産のソ

フトが豊富な上（しかも安売り～）

に、パソコン通信などで様々なソフ

トを入手することができる。色々

やってみたい人にとっては便利だ

ね～。

次にＯＬＥ。これは従来の DOS

版で言うところの「組み込みリン

ク」だ。表集計の表やグラフィック



のデータを文書中に貼り付ける。元

のデータが変われば貼り付けたデー

タも変わるし、逆に文書中で貼り付

けたデータをいじることで元のデー

タも変えることもできるのだ（変え

ないことも当然できるぞ）。

これだけなら DOS 版でもできた

わけだが、これができるのはＪＷ対

応のソフトに限られている。しかし

対応のソフトっの数が非常にきび

し～のだ（現状では先に述べた「三

四郎」と「わらべ」だけだもんね）。

Windows 環境では、当たり前みたい

に、どのメーカーのソフトでもやり

取りができてよろしい。けっきょく、

この差は、２つのウィンドゥシステ

ムを作った会社自身のパワーの違い

（一ソフトメーカーと巨大ＯＳメー

カー）とも言えるし、日本とアメリ

カの市場の規模の違いとも言える。

元々コンセプトが違うシステムを

比較すること自体が強引なのかも知

れないけどなぁ（私が悪うございました）。

話がそれてしまったようだ。

お次は、マルチメディアだ。一応

Windows はマルチメディア対応を

謳っているので、ビデオやサウンド

の貼り付けができる。

サウンド機能を使うと、ちょっと

した警告音に

「コケッ！（鶏の鳴き声）」とか

「あ～ん､いやぁ～ん(ｴｯﾁ)」とか

けっこう色々楽しめて Good ですぞ。

ビデオ機能も楽しそうだ。文書中

に画像があって、そこを選択してや

ると、動画が見れる、音が出ると。

まぁ、使いようによっちゃ色々でき

まっせ。

４．従来のユーザーは
Windows 版に乗り換えるべきか、

どうするべきか？って私はもう買っ

てしまいましたけどね。

まず、従来のデータは読み込めま

すし、Windows で作ったデータも

DOS 版で読めます。つまり相互に

互換性があります。辞書や外字や

フォントも従来の物が使えます。つ

まり移行する際に難しいことをあま

り考える必要はないということです

ね。なんか当たり前の事のようです

が、環境を変えるということは、一

種、悲壮な決意が要求されることも

あるのですよ。一太郎に限っていえ

ば、それが無いと。よろしいな。

次に、今なら Windows を始める

環境が整っていると。ソフトメー

カー同士が Windows 市場での覇権

を競って、仁義無きユーザー特典と

いう名の安売りや競合しないメー

カー同士のタイアップ販売をしてい

ます。雑誌記事は Windows で氾濫

し 、 こ れ で も か こ れ で も か と

Windows 台風へ向かって強風が吹き

こんでいます。これに乗っかるも楽

ではあります。

しかし DOS 版以上にマシンパ

ワーが必要です。色々 Windows 独

自の機能が使えて楽しいし便利です

が、字を打つだけなら必要ありま

せん。

さぁどうしますか？

一気に Windows 環境を手にするた

めボーナス全部(とほほ)使います？

まぁ今、安いうちにソフトだけ

買っておくというのも大人の選択か

な？とも思いますけどね。

わたしゃもう突っ走るだけです。

これからソフト代が（とほほの

ほ～）。

（第５回終わり）


